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FDAのCBERは、米国承認血焚由来第VlIl医l子製品（pdFV］ⅠⅠ）に  
よるvCJD（variantCreutzfeldtrJakobdisease）リスクの可能性に  

ついての概要を公表し、要点として以下が示された。  
○近年、米国承認pdFVIII製品を投与された血友病Aおよぴvon  
Willebrand病患者にvCJDが発病するl）スクに関して疑問が提起  

されている。  
○リスク評価の結果、FDA、CDCおよぴNIHも含めて米国PHS  
（PubljcHeaJthSeNice）は、米国承認pdFVllI製品を投与された  
血友病Aおよびvonwi”ebrand病患者へのvCJDリスクは、はっ  
きりとは分からないが、極めて小さい可能性が最も考えられる。  
第IX因子を含めた他の血渠由来製品によるvCJDリスクは同程  

度小さいもしくはより小さい可能性が最も考えられる。  
○新しい情報を得るには、HemophjliaTreatmentCenterの血友  
病もしくはvonWi‖ebrandにおける専門家に尋ねること。  
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魚矧こおけるTSE（transmissiblespongiforTTlenCePhalopathies）  
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染ヒツジのホモジネートを経口投与した。魚に臨床症状は現れ  
なかったが、投与2年後、魚の脳は神経変性の徴侯と抗タイPrP  
抗体に陽性を示す沈着物の蓄積が認められた。非感染動物由  
来の脳を投与された対照群はこのような徴候はなかった。TSE  
感染脳よりもBSE感染脳投与された魚に多数のプロテアーゼK  

抵抗性沈着物が急速に現れ、アミロイド様成分と一致した。公  
衆衛生上の潜在的なリスクの懸念が高まる。  
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InfIuenzaA（HINl）pdmvimsに反応する抗体が含まれているか  
調べ、ドナーが免疫を獲得している可能性について検討した。  
その結果、IVIGl＝ブタおよび新型ウイルスに対するHIおよびNT  
活性がそれぞれ8倍、64倍と認められ、日本において、ある程  
度の率でInnuenzaA（HINl）pdmvirusに反応する抗体を保有す  
るドナーが存在すると推測された。  
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WHOはパンデミック（HINl）2009の最新情報を週毎に更新し、  
2009年11月15日現在、WHOには206を超える国からパンデミッ  
クインフルエンザ（HINl）2009の確定症例の報告があり、死亡例  
は6，郎0を超えている。感染状況は、北半球の温暖地域では冬  
季インフルエンザが早期に到来し、北アメリカおよぴヨーロッパ  
の多くの園で増大が続いているが、北半球のある地域では疾  
病の活動期がど－クを迎えている兆しがある。その他、感染状  
況につき、米国、ヨーロッパ、中央および西アジア、兼アジアお  
よぴアメリカおよぴアジアの熱帯地域について報告された。な  
お、南半球の温暖地域ではほとんど報告はない。  
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